
四国森林管理局
高知市丸ノ内 1丁目 3 − 30
ＴＥＬ 088 − 821 − 2000
ＦＡＸ 088 − 821 − 4834
ホームページアドレス　http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/
電子メール shikoku_soumu@rinya.maff.go.jp

No.1072	2009 年 7 月号

【詳細は２頁以降に掲載】

協 議 会 の 様 子

　民国連携による地域材の需要拡大に向けて四国四県と

四国森林管理局は地域材利用促進協議会を設立しました。
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六
月
二
四
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の

二
日
間
、
技
術
開
発
課
題
で
あ
る
ス

ギ
及
び
ヒ
ノ
キ
の
天
然
更
新
技
術
に

つ
い
て
の
現
地
検
討
会
を
安
芸
森
林

管
理
署
管
内
の
和
田
山
・
西に

し
の
こ
う

ノ
川
山

国
有
林
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
に
は
、
元
京
都
大
学
助

教
授
の
赤
井
龍
男
氏
、
高
知
大
学

農
学
部
教
授
塚
本
次
郎
氏
、
（
独
）

森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所　

鳥

居
厚
志
研
究
調
整
監
、
同
じ
く
酒

井
寿
夫
森
林
生
態
系
変
動
研
究
グ

ル
ー
プ
長
ら
の
専
門
家
を
招
き
、

四
国
森
林
管
理
局
川
上
計
画
部
長

を
は
じ
め
関
係
職
員
、
安
芸
森
林

管
理
署
の
関
係
職
員
が
出
席
し
、

天
然
更
新
技
術
の
確
立
に
向
け
た

検
討
に
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、併
せ
て
現
地
見
学
会
と
し
て
、

奈
半
利
川
水
系
ダ
ム
検
討
委
員
会

（
高
知
県
が
事
務
局
）
委
員
や
関
係
行

政
機
関
等
も
招
い
て
四
国
森
林
管
理

局
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た

　

一
日
目
は
、
馬
路
村
魚
梁
瀬
の

ヤナセスギ天然更新試験地

　

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て

地
域
材
の
需
要
拡
大
策
に
取
り
組

む
た
め
に
、
第
一
回
地
域
材
利
用

促
進
会
議
を
六
月
一
八
日
に
森
林

管
理
局
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
九
月
以
降
の
金
融
危
機
に
端

を
発
し
た
世
界
的
規
模
の
景
気
後
退

に
よ
り
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
や
木

材
加
工
業
界
の
生
産
調
整
な
ど
、
森

林
・
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
木
材
需
要
の

低
迷
は
、
京
都
議
定
書
の
二
酸
化
炭

素
削
減
目
標
の
達
成
に
向
け
た
間
伐

の
推
進
等
に
も
支
障
を
与
え
か
ね
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
四
国
の
民
有
林
・
国
有
林
関
係

者
が
地
域
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
て

知
恵
を
出
し
合
い
、
各
機
関
が
連
携

し
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
森
林
管
理
局
が
四
国
四
県
に
呼

び
か
け
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
の
協
議
会
に
は
、
四
国
四

県
の
地
域
材
利
用
の
担
当
者
十
一

人
、
四
国
森
林
管
理
局
の
担
当
者

九
人
が
出
席
し
、
ま
ず
最
初
に
協

議
会
の
規
約
に
つ
い
て
協
議
、
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
地
域
材
利
用
に
関
す

る
四
国
四
県
の
担
当
課
室
長
及
び
担

流
域
を
含
め
た
天
然
更
新
技
術
現
地
検
討
会
等
を
開
催

天
然
更
新
技
術
の
確
立
に
向
け
て

〈
指
導
普
及
課
・
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

地
域
材
利
用
促
進
協
議
会
の
開
催

～
民
有
林
と
連
携
し
た
地
域
材
の
需
要
拡
大
～〈

販
売
課
〉高知県（高知駅舎）

愛媛県（木製残存型枠）

徳島県（木製ガードレール）

当
者
並
び
に
四
国
森
林
管
理
局
の
関

係
課
室
長
及
び
担
当
者
で
構
成
さ
れ
、

事
務
局
は
森
林
管
理
局
の
販
売
課
に

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
構
成
員
で

互
選
さ
れ
る
会
長
に
は
森
林
管
理
局

の
販
売
課
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
正
式
な
発
足
を
受
け
、

第
一
回
の
協
議
会
と
し
て
、
各
県
が

地
域
材
利
用
に
関
す
る
取
組
事
例
や

二
一
年
度
の
第
一
次
補
正
予
算
で
検

討
し
て
い
る
事
業
内
容
を
紹
介
し
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
材
の
需
要
拡
大
策
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
も
各
県
に
お
い
て
独
自

に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
先
進
的
な
取
組
も
あ
る
一
方
で
、

現
在
の
厳
し
い
環
境
の
下
で
、
木
材

重
要
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
決
め
手

と
な
る
施
策
を
各
県
が
模
索
し
て
い

る
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
協
議

会
で
は
各
県
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
先

進
的
な
取
組
や
課
題
な
ど
の
情
報
を

共
有
し
、
今
後
の
連
携
し
た
取
組
に

つ
な
い
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
国
森
林
管
理
局
か
ら
は
、

九
州
に
お
け
る
間
伐
材
入
り
コ
ピ
ー

用
紙
の
製
造
・
普
及
の
取
組
を
紹
介

し
、
こ
こ
四
国
に
お
い
て
も
同
様
の

間
伐
紙
の
製
造
・
普
及
に
取
り
組
む

こ
と
を
呼
び
か
け
て
、
今
後
、
継
続

し
て
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
四
国
の
民
有
林
・
国
有
林
が
一

体
と
な
っ
た
地
域
材
の
需
要
拡
大
の

取
組
を
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
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「
杉
の
家
」
で
、
四
国
森
林
管
理
局
、

安
芸
森
林
管
理
署
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
ス
ギ
天
然
更
新
技
術
の
取
組
概

要
、
魚
梁
瀬
地
区
に
お
け
る
治
山

事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
後
、
和
田
山
国
有
林
の
ヤ
ナ
セ

ス
ギ
天
然
更
新
試
験
地
へ
移
動
し
、

現
地
で
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
現

地
で
は
択
伐
に
よ
る
架
線
集
材
跡

地
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
跡
地
の

①
稚
樹
の
発
生
と
成
長
に
つ
い
て
、

②
成
長
分
析
や
稚
樹
を
被
圧
し
て

い
る
植
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
③

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
対
策
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

本
試
験
地
は
、
調
査
開
始
後
三
年
が

経
過
し
、
初
期
段
階
の
稚
樹
の
発

生
・
成
長
の
諸
条
件
に
つ
い
て
、
一

定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら

「
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
天
然
更
新
技
術
の
指

針
（
案
）」
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
同
署
管
内
西に

し

の

こ

う

ノ
川

山
国
有
林
の
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
試

験
地
で
、
①
ヒ
ノ
キ
稚
樹
の
発
生

状
況
、
②
成
育
促
進
の
た
め
実
施

し
た
下
層
植
生
の
刈
払
い
箇
所
に

お
い
て
、
稚
樹
の
発
生
成
育
状
況
、

今
後
の
照
度
管
理
の
あ
り
方
、
③

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
し
た

　

天
然
更
新
技
術
に
関
わ
る
技
術

開
発
課
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
継
続
し
て
調
査
に
取
組

む
こ
と
に
よ
り
、
天
然
更
新
技
術

の
確
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

六
月
二
三
日
に
、
高
知
市
・
土

佐
町
に
所
在
す
る
「
工
石
山
」

（
嶺れ

い
ほ
く北

森
林
管
理
署
管
内
）
に
お

い
て
、
ま
た
、
七
月
八
日
に
、
香

川
県
丸
亀
市
・
坂
出
市
に
所
在
す

る
「
飯
野
山
」
（
香
川
森
林
管
理
事

務
所
管
内
）
に
お
い
て
、
「
森
林
・

林
業
体
験
交
流
促
進
対
策
検
討

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
一
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
「
森
林
・
林
業
体
験
交
流
促
進
対

策
」
事
業
は
、
森
林
・
林
業
体
験
活

動
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な

森
林
環
境
を
有
す
る
国
有
林
野
に
お

い
て
、
都
市
部
等
の
小
学
生
を
対
象

と
し
た
自
然
体
験
の
機
会
を
提
供
す

る
た
め
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、

森
林
学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備
等
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

全
国
十
三
地
域
で
実
施
さ
れ
、
四

国
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、「
工
石

山
」
と
「
飯
野
山
」
で
二
二
年
度

ま
で
の
二
カ
年
間
に
渡
っ
て
、
ま

た
、
愛
媛
県
西せ

い

よ予
市
・
内
子
町
の

「
大お

お

の

が

は

ら

野
ヶ
原
」、
高
知
県
黒
潮
町
の

「
入い

り
の
ま
つ
ば
ら

野
松
原
」
に
お
い
て
、
二
一
年

度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
検
討
会
は
、「
工
石
山
」
と
「
飯

野
山
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
当
該
事
業
の
全
体
構
想
及
び

学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・

取
り
ま
と
め
を
行
う
た
め
、
有
識

者
や
教
育
関
係
者
、
地
域
の
活
動

団
体
等
の
方
を
委
員
と
し
、
課
題
、

整
備
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
の
意

見
を
聴
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

「
工
石
山
地
域
」
で
の
検
討
会
で

は
、
「
現
在
、
活
動
し
て
い
る
団
体

の
自
然
観
察
の
ガ
イ
ド
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
る
こ
と
が

大
事
」
、
「
理
科
的
な
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
音
楽
や
絵
を
描
く
、
体

力
づ
く
り
と
い
っ
た
観
点
で
の
教

育
利
用
も
検
討
す
べ
き
」
、
「
数
十

人
単
位
で
の
休
憩
場
所
・
空
間
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ
せ
設
定
す
る

必
要
」
、
「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
現
状

の
ま
ま
と
し
、
手
を
加
え
な
い
で

欲
し
い
」
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

す
る
た
め
の
指
導
者
の
養
成
が
重

要
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
飯
野
山
地
域
」
で
の
検

討
会
で
は
、
「
学
年
に
応
じ
た
段
階

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
提

供
し
て
い
く
必
要
」
、
「
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
等
に
当
た
っ
て
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
掲
示
板
の

設
置
に
よ
り
情
報
を
発
信
す
る
な

ど
工
夫
が
必
要
」
、
「
ト
イ
レ
の
整

備
や
説
明
板
の
適
切
な
設
置
が
必

要
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
工
石
山
地
域
」
及
び

「
飯
野
山
地
域
」
共
通
し
て
、
登
山

道
の
整
備
に
対
す
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て

は
、
当
該
事
業
の
全
体
構
想
及
び

学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

に
係
る
委
託
調
査
業
務
の
調
査
実

施
要
領
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
今
後
、
九
月
、
十
一
月
に

も
検
討
会
を
開
催
し
て
、
取
り
ま

と
め
を
行
う
予
定
で
す
。

工石山地域の検討会の様子

ヒノキ天然更新試験地

「
工く
い
し
や
ま

石
山
」、「
飯い
い
の
や
ま

野
山
」
で

「
森
林
・
林
業
体
験
交
流
促

進
対
策
検
討
会
」
を
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

飯野山地域の検討会の様子
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各
地
の

  

た
よ
り

 

国
有
林
の
現
場
か
ら

～
農
業
高
校
生
を
対
象
に
し
た

     

森
林
環
境
教
育
を
実
施
～

〈
指
導
普
及
課
・
森
林
整
備
課
・
治
山
課
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
年
間
百

数
十
回
余
り
森
林
環
境
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
高
校
生
や
大

学
生
を
対
象
と
し
た
取
組
を
更
に

増
す
目
的
で
、
平
成
十
九
度
か
ら
、

高
知
県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
森

林
総
合
科
の
生
徒
を
対
象
に
し
た

森
林
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
こ
の
時
期
で
は
、
三

年
生
を
対
象
に
、
木
材
流
通
、
治

山
事
業
、
林
道
事
業
の
三
コ
ー
ス

を
、
六
月
二
二
、
二
三
、
二
四
日
の

三
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
環
境
教
育
は
、
森
林
総

合
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
箇
所
は
嶺
北
地
域
の
民
間

の
木
材
市
場
、
加
工
施
設
や
、
嶺
北

森
林
管
理
署
及
び
高
知
中
部
森
林

管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
治
山
工

事
及
び
林
道
工
事
等
の
現
場
な
ど

で
す
。

　

木
材
の
流
通
で
は
、
嶺
北
地
域
の

林
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
講
師
の

嶺
北
木
材
協
同
組
合
理
事
長
か
ら
、

森
林
、
木
材
市
場
、
木
材
加
工
施
設
、

木
造
の
小
学
校
を
案
内
し
て
貰
い
、

森
林
整
備
と
木
材
利
用
の
重
要
性
、

木
材
の
利
点
・
欠
点
を
十
分
理
解
し

利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

治
山
工
事
で
は
、
治
山
ダ
ム
工
と

地
す
べ
り
防
止
工
の
現
場
で
学
習
し
、

林
道
工
事
で
は
、
林
道
新
設
工
事
の

測
量
か
ら
施
工
ま
で
の
流
れ
と
、
災

害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
学
習
の
中
で
、
生
徒
達

は
、
一
日
目
の
木
材
の
流
通
で
、「
木

材
が
使
わ
れ
な
い
こ
と
の
危
機
」
は

印
象
深
く
頭
に
残
っ
た
よ
う
で
、
治

山
工
事
の
現
場
で
国
産
木
材
が
型

枠
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
積
極
的
に
質
問
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
後
、
一
年
生
に
つ
い
て
は
、
林

業
機
械
を
使
用
し
た
現
場
等
で
学

習
し
、
二
年
生
に
つ
い
て
は
、
最
近

の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
取
り

巻
く
状
況
や
四
国
の
森
林
・
林
業
の

現
況
等
つ
い
て
座
学
で
の
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

「
総
合
的
な
学
習
時
間
を

活
用
し
た
森
林
環
境
教
育
」

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

【
第
一
回
目
】

　

校
庭
の
樹
木
を
学
習

　

愛
媛
県
の
松
野
町
立
松
野
西
小
学

校
は
、
例
年
、
四
年
生
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
活
用
し
た
森
林
環
境

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

度
も
こ
れ
ま
で
に
、
三
回
の
学
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
回
目
は
、

「
木
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
学
校

の
周
り
に
あ
る
樹
木
学
習
を
、
五
月

十
二
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

活
動
と
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
解
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

校
庭
に
出
て
、
二
班
に
分
か
れ
て
、

三
九
種
類
の
樹
木
ご
と
に
、
葉
っ
ぱ

の
特
徴
や
名
前
の
由
来
等
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
、
児
童
達
は
、
熱
心
に

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
書
き
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ふ
り
か
え
り
で
は
、児
童
か
ら
「
松

野
西
小
学
校
で
珍
し
い
木
は
？
」「
一

番
大
き
く
な
る
木
は
？
」
な
ど
の
質

問
に
答
え
ま
し
た
。
最
後
に
、「
校

庭
に
は
色
々
な
種
類
の
樹
木
が
あ
り

勉
強
に
な
り
ま
し
た
」、「
自
分
の
家

の
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
る
木
が
あ
り

ま
し
た
」
な
ど
多
く
の
、
感
想
が
あ

り
、
樹
木
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

【
第
二
回
目
】

ー
校
庭
の
樹
木
に
名
板
を
取
付
ー

　

六
月
十
七
日
、
二
回
目
は
、
一
回

目
に
学
習
し
た
校
庭
の
樹
木
の
名
板

を
製
作
し
て
取
り
付
け
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
用
意
さ
れ
た
輪
切
り
の

板
を
手
に
し
た
児
童
に
、
年
輪
の
話

を
し
て
木
へ
の
関
心
を
持
た
せ
た

木材市場での様子

林道工事現場での様子

熱心にワークシートへ記入中

木製残存型枠を使用した治山ダムをチェック




